








多床室 従来型個室 ユニット型準個室 ユニット型個室
生活保護受給者

老齢福祉年金受給者

所得80万円以下
第2段階 15,000円 10,000円 13,000円 15,000円 25,000円 12,000円

所得80万円
　　～266万円未満

第3段階 25,000円 10,000円 25,000円 40,000円 50,000円 20,000円

要介護度５

29,000円
（ユニットは
26,000円）

10,000円 35,000円 50,000円 60,000円 42,000円

※　所得：課税年金収入額と合計所得金額の合計

所得266万円以上 第4段階

第1段階 0円

利用者と施設との契約により金額が設定。（以下は標準的なケース）

10,000円15,000円 25,000円10,000円 15,000円

利用料
負担段階

対象者 食費
介護保険
1割負担

居住費





従来型 ユニット型

食事
職員と利用者がメニューを
決め、買い物も行き、一緒
に調理し片付ける。

入浴

原則週2回だが、3回以上と
するところも多い。決められ
た日時に入浴することにな
るが、見守り程度の人は毎
日でも可能のところも。

週2回以上だが、利用者の
状態、希望により柔軟に対
応。大好きで毎日入る人も
いれば、嫌いで週1回はど
うにか入ってもらう場合も。

介護
特色

ホテルサービス的なイメー
ジ。個別ケアを理念に行っ
ているところも多いが、まだ
集団処遇的な部分もある。

自分ができることは自分で
行い、できないことを職員
が支援する。地域とのつな
がりを持ちながら、ひとりひ
とりの行動に対応する。

配置
基準

　　入居者：介護職員
　＝　　3人：1人以上

夜間

25人までは
  職員1人

（それ以上は利用
者数による）

2ユニットに
   職員1人

入居者の実態に即し
職員を配置

2ユニットに職員1人

特徴
多床室と大食堂か
らなる効率的なプ
ランが中心

ユニットごとにキッ
チンを備えた食
堂、トイレ、洗面、
個室がある。
１ユニット定員10人

住宅地にある比較的小規
模なものから、郊外の大規
模豪華ホームまで多様。建
物も新築のものから、独身
寮の改築型まで様々。

小規模で家庭的な環境。
新築一戸建てから民家改
修型、特養併設型など多
様。
1ユニット5～9人

居室定員 4人以下 原則1人 原則１人 原則1人

居室面積
1人当たり10・65㎡

（約6.5畳）
13.2㎡以上

（約8畳）
13㎡（約８畳） 7.43㎡以上（約4.5畳）

居室設備
収納設備、緊急通

報装置

収納設備、緊急通
報装置

（トイレ、洗面はユ
ニットごとでも可）

特に基準はないが、トイレと
洗面台は多くのところがつ

けている
収納設備

入居時
費用

なし なし
0～2000万円程度

最多価格帯500万円程度
原則なし

月額
費用

約2万円～9万円
程度

*所得により異なる

約3万円～18万円
程度

*所得により異なる
約13万円～25万円

約10万円～20万円
*家賃により金額に差がで

る

協力医療機関による訪問診
察、往診、健康診断、緊急
時対応

協力医療機関による訪問
診療、訪問看護、緊急時
対応

費
用
は
？

医師による定期的訪問、健康診断、協
力医院による入院先の確保

医療は？

特別養護老人ホーム
介護付有料老人ホーム グループホーム

住
宅
は
？

生
活
は
？

管理栄養士により栄養管理。
刻み食、ソフト食など、嚥下障害にも対応。

人
手
は
？

　　　入居者：介護職員・看護師
　＝　3人　:　1人以上

原則週2回。入浴日が決まっており、決
められた時間に入浴する。ユニット型
では自由度が広がる。

社会福祉法人として入居者の世話・支
援を行う。生活の自由度が低く、集団
処遇と言われていたが、ハード・ソフトと
もに様々な取り組みが見られるように
なった。


